



The Role and the Realization of Citizens Generated Media 
 
矢野健太郎（読売テレビ放送勤務 gscc2005 卒） 
YANO Kentaro（Yomiuri Telecasting Co.） 
 
今、CGM（Consumer Generated Media の略）という概念が注目されている。動画配信サイト「You Tube」や国
内最大の会員数を持つ SNS「mixi」などのように消費者が作成、または見つけ出した情報を投稿（Web 上にアッ
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・マスメディアからのスピンオフ人材    （メディアリテラシー伝達） 




















これを野中（1996）が提唱している SECI モデルに当てはめて考察する。SECI モデルとはある組織の中で、暗
黙知と形式知との相互作用の中から知識が繰り出されるというものである。暗黙知と形式知の変換には、「共同









































































































しようとかんがえた熊本県職員が、岸本氏に相談した。その結果、国体期間中に臨時 FM 局「FM みらい」を開
局し、住民の中から放送の担い手となるボランティア・スタッフを養成することになった。1998 年から 99 年ま
でに、120 名ほどの住民ディレクターが誕生した。国体終了後に、「FM みらい」は解散になったが、残った有志




































自らつくる住民参加型テレビ番組等の自主放送を行う」と書かれている。そして 3 年後の 1992 年に、長野で開
かれたCATV業界団体の会議で米国のパブリック・アクセス・チャンネルのことを知り、早速住民へのアンケー
トを実施した結果、きわめてニーズが高いことが分かった。その結果を受けて 1992 年に全国に先駆けて、26 の
住民団体を中心に立ち上げた。 
＜映像講座＞ 
 中海テレビでは市民の要望があれば年に一、二回 2 時間程度のビデオ講習会を行っている。だが、撮影機材の
貸し代は行っていない。 
＜パブリック・アクセス・チャンネルの現状と課題＞ 
パブリック・アクセス・チャンネル（以後 PAC と呼ぶ）が解説された初年度 1992 年はマスコミで取り上げられ
て話題となり、また個人がそれまで 8 ミリや VHS のビデオカメラで撮りためたプライベートな映像を持ち込ん












などのマスコミに並ぶ影響力を獲得しているといわれる。4 人の記者では始まったが現在韓国国内に 4 万人、世
界中に 500 人の市民記者を有する。1 日約 100 万ページビューを越え、紺国の週刊誌、時事ニュースによる 04
年のメディア影響力調査では、第 6 位を獲得。インターネット広告がおもな収益。2004 年 4 月からは動画のイ
ンターネット放送も始めた。 
＜設立のきっかけと経緯＞ 































参加してくるケースも少なくない。例 輸入版 CD の問題を扱った女子大生。 
マスメディアからの人材の受け皿 




2 ヶ月に一度、一般市民からの映像作品を関西のカフェ 6 店舗にて上映している。 
また、同じコンテンツを大阪のケーブルテレビでも放送している。 
＜設立のきっかけと経緯＞ 




















































元 NHK （小林氏） 







































































































































































・マスメディアからのスピンオフ人材    （メディアリテラシー伝達） 
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